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Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
は
５
月

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
は
５
月
3131
日
、「
第

日
、「
第
2828

回
通
常
総
代
会
」
を
箕
郷
文
化
会
館
で
開

回
通
常
総
代
会
」
を
箕
郷
文
化
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

催
し
ま
し
た
。

　

総
代
定
数
５
３
０
人
中
、本
人
出
席

　

総
代
定
数
５
３
０
人
中
、本
人
出
席

１
６
１
人
、書
面
出
席
２
１
０
人
の
総
勢

１
６
１
人
、書
面
出
席
２
１
０
人
の
総
勢

３
７
１
人
が
出
席
し
、令
和
６
年
度
事
業
報

３
７
１
人
が
出
席
し
、令
和
６
年
度
事
業
報

告
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
５
議
案

告
、令
和
７
年
度
事
業
計
画
な
ど
全
５
議
案

を
審
議
し
ま
し
た
。議
長
に
は
箕
郷
地
区
の

を
審
議
し
ま
し
た
。議
長
に
は
箕
郷
地
区
の

岡
本
弘
行
さ
ん
と
群
馬
地
区
の
宮
澤
敏
雄

岡
本
弘
行
さ
ん
と
群
馬
地
区
の
宮
澤
敏
雄

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、執
行
部
か
ら
各
議
案
に

さ
ん
が
選
出
さ
れ
、執
行
部
か
ら
各
議
案
に

つ
い
て
説
明
。提
出
さ
れ

つ
い
て
説
明
。提
出
さ
れ

た
全
議
案
は
原
案
通
り

た
全
議
案
は
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第第
1010
次
中
期
計
画
の

次
中
期
計
画
の

初
年
度
と
し
て
、「
持

初
年
度
と
し
て
、「
持

続
可
能
な
農
業
・
地
域

続
可
能
な
農
業
・
地
域

共
生
の
未
来
づ
く
り
」

共
生
の
未
来
づ
く
り
」

を
目
指
し
ま
す
。「
持

を
目
指
し
ま
す
。「
持

続
可
能
な
農
業
の
実

続
可
能
な
農
業
の
実

現
」「
豊
か
で
暮
ら
し

現
」「
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
地
域
共
生
社
会

や
す
い
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」「
協
同
組
合

の
実
現
」「
協
同
組
合

と
し
て
の
役
割
発
揮
」

と
し
て
の
役
割
発
揮
」

をを
1010
年
後
の
目
指
す
姿

年
後
の
目
指
す
姿

と
し
て
Ｊ
Ａ
自
己
改
革

と
し
て
Ｊ
Ａ
自
己
改
革

に
取
り
組
み
ま
す
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
経
営
基
盤
の
さ
ら
な

る
強
化
と
不
断
の
自
己
改
革
を
一
層
進
め

て
い
く
た
め
に
、
第
10
次
中
期
計
画
を
策

定
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
初
年
度
と
し
て

非
常
に
重
要
な
年
度
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き
る
事
業
・

サ
ー
ビ
ス
を
追
求
し
、
Ｊ
Ａ
の
役
割
の
一

つ
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し

て
の
存
在
感
が
よ
り
一
層
発
揮
で
き
る
よ

う
、
さ
ら
な
る
自
己
改
革
と
経
営
改
善
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
指
導
事
業

●
販
売
・
購
買
等
の
実
績
か
ら
生
産
販
売

診
断
表
を
作
成
し
、
こ
れ
を
活
用
し
た

総
合
的
な
経
営
支
援
の
実
施
。

●
市
、
県
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
と

連
携
し
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
営
農
経
済
渉
外
）

を
中
心
と
し
た
営
農
支
援
体
制
の
基
盤

強
化
。

■
信
用
事
業

●
農
業
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
農
業

性
資
金
需
要
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
が

で
き
る
体
制
の
充
実
。

●
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
Ｐ
Ｒ
し
、組
合
員
・
利
用
者
か
ら
の

ロ
ー
ン
相
談
や
業
者
訪
問
等
に
よ
る
貸

出
金
の
伸
張
。

■
共
済
事
業

●
支
店
一
体
と
な
っ
た
協
働
体
制
を
構
築

し
、
全
契
約
者
・
組
合
員
へ
の
渉
外
に

よ
る
寄
り
添
う
活
動
の
展
開
。

●
丁
寧
な
対
話
活
動
に
努
め
、
利
用
者
に

合
わ
せ
た
「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
・

農
業
」
の
保
障
提
供
。

■
購
買
事
業

●
Ｊ
Ａ
と
し
て
の
組
織
力
を
生
か
し
た
仕

入
れ
機
能
の
強
化
に
よ
る
資
材
コ
ス
ト

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
の
継
続
。

●
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
合
わ
せ

た
生
活
商
品
の
提
供
。

■
販
売
事
業

●
系
統
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
市
場

交
渉
力
の
向
上
と
有
利
販
売
の
実
現
。

●
地
場
産
コ
ー
ナ
ー
等
に
お
け
る
農
産
青

果
物
な
ど
の
品
揃
え
充
実
と
付
加
価
値

の
向
上
。

■
福
祉
・
介
護
保
険
事
業

●
利
用
者
及
び
利
用
者
ご
家
族
の
満
足
度

向
上
に
向
け
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
。

●
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
に
よ
る
介
護
福
祉
事
業

の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
の

継
続
。

　

第

　

第
2828
回　

通
常
総
代
会

回　

通
常
総
代
会

事
業
計
画　

５
議
案
を
承
認　

事
業
計
画　

５
議
案
を
承
認　

第
１
号
議
案　
令
和
６
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

第
２
号
議
案　
中
期
計
画
及
び
令
和

７
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

第
３
号
議
案　
令
和
７
年
度
賦
課
金

の
額
並
び
に
賦
課
徴
収
の
時
期
及
び

方
法
決
定
の
件

第
４
号
議
案　
令
和
７
年
度
に
お
け

る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

第
５
号
議
案　
役
員
選
任
の
件

附
帯
決
議

特
別
決
議

第第
2828
回　
通
常
総
代
会
議
案

回　
通
常
総
代
会
議
案

令
和
７
年
度 

事
業
計
画（
抜
粋
）

◀議長（右から岡本さん、◀議長（右から岡本さん、宮澤宮澤さん）さん）

▲議案の審議をする総代の皆さん

などなど
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第28回通常総代会ならびに理事会・監事会を経て、理事18人、監事６人による新執行体制が５月31日から第28回通常総代会ならびに理事会・監事会を経て、理事18人、監事６人による新執行体制が５月31日から
スタートしました。代表理事理事長に牧野耕一郎氏、常務理事に原田広之氏と青栁幸治氏、代表監事に中里見スタートしました。代表理事理事長に牧野耕一郎氏、常務理事に原田広之氏と青栁幸治氏、代表監事に中里見
昇児氏、常勤監事に小池友紀氏が就任しました。昇児氏、常勤監事に小池友紀氏が就任しました。

牧野耕一郎牧野耕一郎氏が理事長就任、代表監事に氏が理事長就任、代表監事に中里見昇児中里見昇児 氏 氏

新体制、気持ち新たに新体制、気持ち新たに

常勤監事
小池　友紀
（監事会推薦）

代表監事
中里見　昇児
（榛名地区）

常務理事
青栁　幸治
（理事会推薦）

代表理事常務
原田　広之
（理事会推薦）

こ
の
た
び
、
5
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た

第
28
回
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し
て
、
Ｊ

Ａ
は
ぐ
く
み
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
同

日
開
催
さ
れ
た
役
員
互
選
会
で
代
表
理
事

理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
牧
野
耕
一

郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
常
勤
役
員
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｊ
Ａ
の
業
務
に
精
通
し
た
学
識
経
験

理
事
と
し
て
2
名
を
常
勤
の
常
務
理
事
に

選
任
し
、
新
体
制
に
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

近
年
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
つ
づ
い
て
お
り
ま

す
。
食
料
自
給
率
が
低
迷
す
る
中
、
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
生
産
基
盤
の
縮

小
、
自
然
災
害
の
頻
発
な
ど
多
く
の
農
政

課
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
第
43
回
Ｊ
Ａ
群
馬
県
大

会
に
お
い
て
は
、「
持
続

可
能
な
農
業
・
地
域
共
生

社
会
の
実
現
」
を
テ
ー
マ

に
今
後
取
り
組
む
べ
き
事

項
を
確
認
し
、
今
後
3
か

年
の
基
本
方
向
を
定
め
ま

し
た
。

以
上
の
よ
う
な
諸
問
題

を
一
歩
一
歩
解
決
し
つ

つ
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た

役
員
と
全
職
員
が
一
致
団

結
し
、
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
の

経
営
理
念
で
あ
る
″
こ
こ

ろ
〟
と
″
暮
ら
し
〟
の
幸

せ
追
求
を
礎
に
各
事
業
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

▼
理
事

大
澤　

清
一
（
榛
名
地
区
）

反
保　
　

武
（
榛
名
地
区
）

富
岡　

幸
次
（
榛
名
地
区
）

新
井　
　

学
（
榛
名
地
区
）

塚
本　

茂
之
（
倉
渕
地
区
）

小
和
瀬
重
夫
（
箕
郷
地
区
）

生
方　

忠
義
（
箕
郷
地
区
）

石
川　

芳
雄
（
箕
郷
地
区
）

友
松　

好
幸
（
群
馬
地
区
）

木
村　

正
道
（
群
馬
地
区
）

神
保　

一
雄
（
群
馬
地
区
）

福
島　
　

久
（
群
馬
地
区
）

伊
藤
ひ
さ
子
（
女
性
組
織
）

友
野　

初
恵
（
女
性
組
織
）

後
閑
喜
久
画
（
女
性
組
織
）

▼
監
事

塚
越　
　

昇
（
倉
渕
地
区
）

瀧
野　

和
憲
（
箕
郷
地
区
）

志
村　

秀
仁
（
群
馬
地
区
）

森
山　

孝
夫
（
監
事
会
推
薦
）

※
員
外
監
事

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
代
表
理
事
理
事
長

牧
野
　
耕
一
郎
（
倉
渕
地
区
）

▲選任された役員の皆さん（左から榛名・倉渕地区、箕郷・群馬地区、女性組織・理事会推薦、監事）▲選任された役員の皆さん（左から榛名・倉渕地区、箕郷・群馬地区、女性組織・理事会推薦、監事）

昭和29年生まれ。平成14昭和29年生まれ。平成14
～ 18年に高崎市議会議員～ 18年に高崎市議会議員
に選任。JAはぐくみにおいに選任。JAはぐくみにおい
ては平成25年から令和元ては平成25年から令和元
年まで監事、令和４年か年まで監事、令和４年か
ら７年まで理事を務めた。ら７年まで理事を務めた。
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◀来賓として祝辞を述べる
　田中前常務

府
）の
年
金
友
の
会
が

統
合
し
、新
た
に「
群
馬

年
金
友
の
会
」と
し
て

設
立
し
ま
し
た
。そ
れ

に
伴
い「
第
１
回
群
馬

年
金
友
の
会
統
合
総

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。田
中
功
志
前
常
務

は「
昨
年
支
店
統
合
し

た
が
、今
ま
で
以
上
の

接
客
と
訪
問
活
動
に
よ

り
満
足
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

総
会
で
は
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
や
収
支

予
算
案
な
ど
、
全
３
議

案
を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
役
員
選
任

も
行
わ
れ
、
新
会
長
に

群
馬
地
区
の
田
中
健
治

さ
ん
が
就
任
し
ま
し

た
。今

年
度
も
、「
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
大
会
」
や

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
な
ど
行
事
を
行

う
旨
確
認
し
ま
し
た
。

月
28
日
、Ｊ

Ａ
は
ぐ
く

み
群
馬
支
店
で
３
地

域（
箕
郷
、群
馬
、国

第１回群馬
年金友の会
統合総会

Ａ
は
ぐ
く
み

久
留
馬
総
合

選
果
場
梨
部
は
５
月
８

日
、嶋
方
直
樹
さ
ん
の

園
地
で
摘
果
講
習
会
を

開
き
ま
し
た
。部
員
12

名
と
県
西
部
農

業
事
務
所
担
当

者
ら
が
参
加
。

予
備
摘
果
か
ら

本
摘
果
、修
正

（
見
直
し
）摘
果

ま
で
の
流
れ
と

今
後
の
新
梢
管

理
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

県
西
部
農
業

事
務
所
の
担
当

者
は
、
予
備
摘

果
に
つ
い
て

「
果
実
は
３
～

５
番
花
を
目
安

に
、
果
形
が
良
く
果
台

が
斜
め
か
ら
横
向
き
の

も
の
を
残
す
よ
う
心
掛

け
て
ほ
し
い
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
６
～

８
月
頃
は
酷
暑
と
な
る

見
込
み
で
す
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
果
実
障
害

や
熱
中
症
な
ど
に
は
十

分
気
を
付
け
る
旨
共
有

し
ま
し
た
。

Ｊ

▲桃の摘果を行う部員たち

▲梨の摘果講習を受ける参加者

４

久留馬選果場
梨部摘果
講習会
栽培管理確認

桃の摘果
講習会
久留馬選果場
桃部

Ａ
は
ぐ
く
み

久
留
馬
選
果

場
桃
部
は
、
５
月

14
日
、
桃
の
摘
果

講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。
部
員
と

各
機
関
担
当
者
合

わ
せ
て
７
人
が
参

加
。
高
浜
町
の
小

池
信
太
郎
さ
ん
の

園
地
に
集
ま
り
、

桃
の
摘
果
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

部
長
の
清
水
久
義

さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
忙
し
く
な
っ
て

く
る
が
、
事
故
や
け
が

に
は
十
分
気
を
付
け
て

作
業
し
て
ほ
し
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
は
じ
め
に
、
西
部

農
業
事
務
所
の
担
当
者

か
ら
、
摘
果
の
時
期
や
着
果
な

ど
に
つ
い
て
説
明
。
仕
上
げ
摘

果
は
満
開
後
40
～
50
日
、
見
直

し
摘
果
は
60
日
以
降
に
行
う
な

ど
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
全
員
で
実

際
に
摘
果
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
桃
の
花
は
４
月
８
日

頃
開
花
し
、
着
果
、
果
実
肥
大

と
も
に
良
好
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
は
袋
掛
け
や
新
梢
管
理

な
ど
行
い
、
７
月
中
旬
ご
ろ
収

穫
。
久
留
馬
選
果
場
や
直
売
所

で
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｊ

はぐくみNEWS
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Ａ
は
ぐ
く
み
は
る
な
梅
部
会

は
15
日
に
「
梅
出
荷
総
会
」

を
西
部
営
農
セ
ン

タ
ー
で
、
同
Ｊ
Ａ

み
さ
と
梅
部
会
は

19
日
に
「
梅
出
荷

全
体
会
議
」
を
み

さ
と
梅
選
果
場
で

そ
れ
ぞ
れ
開
き
ま

し
た
。
部
会
員
や

関
係
機
関
担
当

者
ら
合
わ
せ
て

約
２
７
０
人
が
出

席
。
各
梅
品
種
の

出
荷
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
出
荷
規
格
を

確
認
し
、
令
和
７

年
度
の
梅
の
良
質
出
荷
と
有
利
販
売
を

申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

は
る
な
梅
部
会
で
は
各
専
門
部
長

が
、
み
さ
と
梅
部
会
で
は
Ｊ
Ａ
東
部
営

農
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
梅
の

出
荷
要
領
を
説
明
。「
種
の
硬
核
期
と

適
期
収
穫
を
意
識
し
、
高
温
障
害
果
対

策
と
し
て
当
日
収
穫
を
基
本
と
す
る
よ

う
に
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
ま
た
、

４
月
11
日
の
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
を

考
慮
し
、
ひ
ょ
う
害
果
の
出
荷
規
格
も

同
様
に
確
認
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み
管
内
で
は「
白
加
賀
」

「
南
高
」「
梅
郷
」
な
ど
を
約
４
０
０
人

が
栽
培
。
小
梅
や
カ
リ
カ
リ
の
出
荷
は

５
月
中
旬
頃
か
ら
始
ま
り
、「
白
加
賀
」

は
28
日
よ
り
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

梅出荷規格
などを確認
はるな梅部会　
出荷総会
みさと梅部会　
出荷全体会議

名
、
箕
郷
地
域
の
梅
の

主
要
品
種
で
あ
る
「
白

加
賀
」
の
出
荷
が
５
月
28
日
、
本

格
化
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
ぐ
く
み

は
る
な
、
み
さ
と
両
梅
部
会
員
や

パ
ー
ト
従
業
員
ら
が
協
力
し
、
初

日
は
両
地
域
合
わ
せ
て
約
20
㌧
を

選
果
し
ま
し
た
。

「
白
加
賀
」
は
主
に
関
東
地
方

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
で
、
果

肉
が
厚
く
、
繊
維
も
少
な
い
た
め

梅
干
し
や
ジ
ャ
ム
な
ど
加
工
に
適

し
て
い
ま
す
。
午
前
中
に
集
荷
さ

れ
た
梅
は
、
各
選
果
場
で
傷
や
病

害
虫
被
害
果
を
目
視
で
確
認
し
、

規
格
ご
と
に
振
り
分
け
箱
詰
め

し
、
関
東
・
東
北
地
方
を
中
心
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。
良
質
な
梅
を
出

荷
す
る
た
め
、
収
穫
は
手
も
ぎ
で

行
い
、
高
温
対
策
と
し
て
、
果
実

温
度
の
低
い
午
前
中
に
収
穫
し
当

日
出
荷
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

榛

▲傷や病害虫被害果を目視で選別（はるな選果場）

▲病害虫防除の説明をうける生産者（みさと）

▲集荷された梅を選果機へ運ぶ従業員（みさと選果場）

Ｊ

梅「白加賀」
28日から
共選始まる
はるな梅部会
みさと梅部会

はぐくみNEWS

◀出荷規格を入念に
　確認する生産者（はるな）
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Ｊ
Ａ
担
当
者
は
、「
３
～
４
本
の
苗

を
持
ち
、
少
し
斜
め
に
丁
寧
に
植
え
て

い
く
」
と
指
導
。

児
童
ら
は
田
ん
ぼ
の
中
央
か
ら
２
列

に
向
か
い
合
っ
て
分
か
れ
、
先
生
の
合

図
に
合
わ
せ
て
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
泥
感
触
に
初
め
は
戸
惑
っ
た

児
童
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
最
後
は
楽

し
み
な
が
ら
授
業
を
終
え
ま
し
た
。

同
校
で
は
食
の
大
切
さ
と
、
農
業
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
米
作
り
を
農
業
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

輪
小
学
校
は
５
月
28
日
、
同

校
南
側
の
学
校
田
で
田
植
え

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
５
年
生
72

人
と
農
業
委
員
や
保
護
者
な
ど
各
関
係

者
が
参
加
し
、
初
め
に
Ｊ
Ａ
担
当
者
よ

り
田
植
え
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

食と農
田植えで学ぶ
箕輪小学校
５年生

箕

はぐくみNEWS

▲田植えのやり方を説明するＪＡ担当者

▲合図に合わせて田植えをする児童たち

6JAはぐくみ
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9

右
脳
は
新
し
い
発
想
や
理
論
の
創
造
を

担
当
し
、
左
脳
は
計
算
や
分
析
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
左
手
を
動
か
す
こ
と
で
右
脳

を
、
右
手
を
動
か
す
こ
と
で
左
脳
の
血
行

を
促
進
し
、
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
先
合
わ
せ
体
操
は
ま
と
め
て
長
時
間

行
う
よ
り
も
、
手
が
空
い
た
と
き
に
繰
り

返
し
行
い
、
１
日
５
分
で
も
続
け
る
よ
う

に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

指
先
合
わ
せ
体
操
は
一
つ
一
つ
は
と
て

も
小
さ
な
動
き
で
す
が
、
動
か
す
順
番
や

回
数
な
ど
、
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
で

脳
を
さ
ら
に
効
果
的
に
鍛
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

家族で楽しむおいしい一皿

レシピ提供●料理研究家　和田　麻紀子

Ⓒ

Ⓓ

脳
ト
レ
！  

手
足
の
体
操

指
先
合
わ
せ
体
操
で
脳
を
鍛
え
る

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤　

喜
久
雄

（1）親指と人さし指の腹同士を合
わせます。指を１本動かすことと足
の屈伸運動は、脳にとっては同様
の運動量とも考えられています。

（レベル1）右手と左手で、違う指で
（1）（2）を繰り返します。指先も刺
激され、血行が良くなります。

（２）人さし指を曲げ、親指で人さし
指の爪を押さえます。（1）（2）を時
計の秒針よりやや早めに繰り返しま
す。他の指でも同様に行いましょう。

（レベル2）左右の動きをずらしま
す。左手は（1）、右手は（2）の状態か
ら左右同時に体操を繰り返します。

指先合わせ体操

応用

JAはぐくみ



西部農業事務所 担い手・園芸課
Agriculture

第

回

お問い合わせはこちらまで… 027-321-3600

277

農
作
物
の
残
留
農
薬
基
準
の
超
過
事
例

や
農
薬
事
故
は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
が
発
生
す
る
と
、
出
荷
物
の
回
収
や

廃
棄
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
の
健
康
上
の

被
害
や
産
地
の
信
頼
を
失
う
問
題
に
も
な

り
ま
す
。
安
心
安
全
な
農
作
物
を
生
産
す

る
た
め
、
適
正
な
使
用
と
保
管
管
理
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

１
．
農
薬
の
使
用
基
準
の
確
認

農
薬
を
使
用
す
る
前
に
は
、
必
ず
ラ
ベ

ル
を
確
認
し
、
使
用
基
準
（
適
用
作
物
、

希
釈
倍
数
、
使
用
時
期
、
総
使
用
回
数
な

ど
）
を
守
っ
て
使
用
し
ま
す
。

２
．
農
薬
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
防
止

農
薬
使
用
時
は
、
使
用
す
る
田
畑
に
隣

接
す
る
住
宅
地
や
周
辺
農
作
物
に
農
薬
が

飛
散
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
す
。

３
．
農
薬
使
用
状
況
の
記
録

  

農
薬
使
用
後
は
、
そ
の
内
容
を
記
録
し

て
保
管
し
ま
す
。
記
録
は
、
農
薬
の
使
用

状
況
を
後
か
ら
確
認
す
る
際
、
農
薬
を
適

正
に
使
用
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
貴
重
な

資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
防
除
計
画
作

成
時
の
参
考
と
し
ま
す
。

４
．
防
除
器
具
の
洗
浄

農
薬
散
布
後
も
防
除
器
具
内
に
は
薬
液

が
残
っ
て
い
ま
す
。
散
布
後
、
速
や
か
に

ホ
ー
ス
内
、
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
、
薬
液
タ
ン

ク
を
洗
浄
し
、農
薬
の
残
留
を
防
ぎ
ま
す
。

５
．
農
薬
の
保
管
と
適
正
処
分

農
薬
は
計
画
的
に
購
入
し
、
必
要
以
上

の
農
薬
を
長
期
間
保
管
し
な
い
こ
と
が
肝

心
で
す
。
盗
難
、
紛
失
、
誤
用
を
防
ぐ
た

め
、
鍵
の
か
か
る
保
管
庫
や
倉
庫
で
保
管

し
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
の
小
分
け
や
ペ
ッ

農
薬
を
適
正
に

使
用
し
ま
し
ょ
う

最終有効年月を過ぎたものは使用しな
いようにしましょう。

示された時期以外には使用できません。

定められた濃度より
も濃くしたり、定め
られた使用量より多
く使用することはで
きません。

記載されている作物
以外には使用できま
せん (注 )

注意事項もよく読み、安全に使
用しましょう。

❹ 使用時期

登録番号のないものは農薬として使用できません。
❶ 登録番号

❸ 希釈倍数・使用量

❷ 適用作物

❻ 最終有効年月

定められた回数より多く使用することはできません。
違う農薬でも同じ有効成分を含んでいる場合があり
ますので、注意が必要です。

❶～❺については必ず
守らなければいけないよ。
農業を正しく使った後は、
使用履歴に記帳しよう !

❺ 使用回数

❼ ❽

図　農薬使用上の注意事項
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あなたも
チャレンジ！
あなたも
チャレンジ！

家庭菜園家庭菜園

園芸研究家●成松次郎

コ
ー
ル
ラ
ビ
は
地
中
海
北
岸
原

産
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
、
茎
の

基
部
が
球
形
に
肥
大
す
る
の
で
、

別
名
を
球

キ
ュ
ウ

茎ケ
イ

甘カ
ン

藍ラ
ン

と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
キ
ャ
ベ
ツ
か
ら
分
化
し
た
野

菜
の
た
め
似
た
性
質
を
持
ち
ま
す

が
、
キ
ャ
ベ
ツ
よ
り
暑
さ
や
寒
さ

に
強
く
、作
り
や
す
い
野
菜
で
す
。

中
間
地
の
秋
ま

き
は
、
７
月
下
旬

～
９
月
上
旬
に
種

ま
き
し
、
９
～
12

月
に
収
穫
し
ま

す
。
春
ま
き
は

３
、４
月
に
ま
い

て
、
６
、７
月
に

収
穫
し
ま
す
。

［
品
種
］ 

球
の
色

が
緑
白
の
「
グ
ラ

ン
ド
デ
ュ
ー
ク
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、
紫
の

「
パ
ー
プ
ル
デ
ュ
ー
ク
」（
タ
キ
イ
種
苗
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］ 

あ
ら
か
じ
め
畑
１
平
方
㍍

当
た
り
に
苦
土
石
灰
１
０
０
㌘
を
土
と
よ

く
混
ぜ
て
お
き
、
植
え
付
け
（
ま
た
は
種

ま
き
）
１
週
間
前
に
畝
幅
70
～
80
㌢
、
深

さ
15
～
20
㌢
の
溝
を
掘
り
ま
す
。
次
に
、

こ
の
溝
１
㍍
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ

各
成
分
10
％
程
度
）
１
０
０
㌘
と
堆
肥
１

㌕
程
度
を
施
し
、
土
を
戻
し
て
畝
を
立
て

ま
す
（
図
１
）。

［
種
ま
き
・
苗
作
り
］ 

苗
作
り
を
す
る
に

は
、
７・
５
～
９
㌢
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
種
を

４
、５
粒
ま
き
、
発
芽
後
に
適
宜
密
生
部

を
間
引
き
、
１
本
立
ち
に
し
て
本
葉
４
、

５
枚
ま
で
育
て
ま
す
（
図
２
）。
強
健
な

野
菜
な
の
で
畑
に
じ
か
ま
き
し
て
も
良
い

で
し
ょ
う
。
こ
の
場
合
は
種
を
２
、３
㌢

間
隔
に
ま
い
て
、
間
引
き
な
が
ら
最
終
株

間
を
約
20
㌢
に
し
ま
す
。

［
植
え
付
け
］ 

本
葉
４
、５
枚
の
頃
、
株
間

を
約
20
㌢
に
植
え
付
け
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
と
き
植
え
穴
に
十
分
水
を
注
ぎ
、
植

え
傷
み
の
少
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

［
追
肥
・
土
寄
せ
］ 

追
肥
は
植
え
付
け
後

20
日
ご
ろ
、
株
元
に
化
成
肥
料
を
１
株
約

10
㌘
施
用
し
、
土
寄
せ
し
ま
す
（
図
４
）。

２
回
目
は
球
が
肥
大
す
る
頃
に
施
用
し
ま

す
。
生
育
が
進
み
、
下
葉
が
傷
ん
で
い
た

ら
切
り
落
と
し
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

［
病
害
虫
の
防
除
］ 

ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ

ガ
な
ど
が
多
い
の
で
、
登
録
農
薬
で
駆
除

し
ま
す
。
生
育
初
期
は
、
寒
冷
し
ゃ
な
ど

の
防
虫
ネ
ッ
ト
で
ト
ン
ネ
ル
被
覆
し
、
害

虫
の
被
害
を
防
ぐ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

［
収
穫
］ 

球
の
直
径
が
５
～
10
㌢
の
と
き

に
、
株
元
か
ら
刈
り
取
っ
て
収
穫
し
ま
す

（
図
５
）。
球
が
大
き
く
な
る
と
肉
質
が
堅

く
な
り
ま
す
。
堅
い
皮
は
む
い
て
薄
く
ス

ラ
イ
ス
し
、
サ
ラ
ダ
な
ど
に
し
ま
す
。
ま

た
、
さ
い
こ
ろ
状
に
刻
ん
で
、
ス
ー
プ
、

ポ
ト
フ
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
す
。

コールラビ
肥大した茎を
利用する野菜

ト
ボ
ト
ル
な
ど
別
の
容
器
へ
の
移
し
替
え

は
誤
使
用
・
誤
飲
な
ど
の
原
因
と
な
る
た

め
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
農
薬
に
は
有
効
期
限
が
あ
る
た

め
、
期
限
の
切
れ
た
農
薬
は
、
使
用
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
使
用
し
な
く
な
っ
た
農

薬
や
空
容
器
は
、
廃
棄
物
と
し
て
適
正
に

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

６
．
お
わ
り
に

令
和
か
ら
の
国
内
残
留
農
薬
基
準
値
超

過
事
例
を
見
る
と
、
原
因
の
37
％
が
使
用

基
準
違
反
、
24
％
が
ド
リ
フ
ト
、
22
％
が

器
具
の
洗
浄
不
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農

薬
を
使
用
す
る
前
の
ラ
ベ
ル
の
確
認
と
器

具
の
丁
寧
な
洗
浄
で
半
分
以
上
の
超
過
事

例
は
防
げ
ま
す
。
事
故
の
無
い
よ
う
に
農

薬
は
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
、
農
薬
使
用
時
の

参
考
に
な
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

（
西
部
農
業
事
務
所 

担
い
手
・
園
芸
課

野
菜
係　

中
坪　

知
史
） 

QRコード１
ぐんま病害虫ライブラリー

QRコード３
日本農薬工業会

QRコード２
群馬県ホームページ

（病害虫発生予測情報一覧）
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駐
車
場
の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
る
土

地
を
相
続
し
た
場
合
の
話
で
す
。
駐
車
場

は
、
土
地
の
相
続
税
評
価
に
お
い
て
「
雑

種
地
」
に
該
当
し
自
用
地
と
し
て
評
価
し

ま
す
。
ま
た
、要
件
を
満
た
す
駐
車
場
は
、

相
続
税
の
計
算
に
お
い
て
、
小
規
模
宅
地

等
の
減
額
特
例
の
貸
付
事
業
用
宅
地
等
に

該
当
し
ま
す
。

小
規
模
宅
地
等
の
減
額
特
例
の
対
象
と

な
る
土
地
は
、
建
物
ま
た
は
構
築
物
の
敷

地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
件
で

す
。
建
物
は
分
か
り
や
す
い
で
す
が
、
構

築
物
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
ブ

ロ
ッ
ク
塀
、
門
扉
、
緑
化
施
設
お
よ
び
庭

園
な
ど
、
あ
る
程
度
強
固
な
施
設
が
構
築

物
に
該
当
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
ま
っ
た
く

構
築
物
の
な
い
更
地
の
青
空
駐
車
場
は
、

小
規
模
宅
地
等
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
に
白
線
が
引
い
て
あ
る
駐
車
場

は
小
規
模
宅
地
等
に
該
当
し
ま
す
。

で
は
、
砂
利
敷
き
の
場
合
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

実
は
、
砂
利
も
「
舗
装
道
路
及
び
舗
装

路
面
」
に
掲
げ
る
「
石
敷
の
も
の
」
と
し

て
構
築
物
に
該
当
し
ま
す
。
し
か
し
、
砂

利
敷
き
の
駐
車
場
で
あ
っ
て
も
、
砂
利
の

量
が
少
な
く
土
に
埋
も
れ
て
い
て
土
が
見

え
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
強
固

な
施
設
と
は
い
い
難
く
、
除
去
が
容
易
で

あ
る
た
め
、
構
築
物
に
は
該
当
し
な
い
と

判
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
に
は
、
小
規
模
宅
地
等
の
減
額
特
例
は

適
用
で
き
ま
せ
ん
。

付
け
加
え
る
と
、
小
規
模
宅
地
等
の
減

額
特
例
で
は
事
業
規
模
は
問
わ
れ
ま
せ

ん
。
事
業
と
は
呼
べ
な
い
よ
う
な
１
台
だ

け
の
駐
車
場
の
貸
し
付
け
で
あ
っ
て
も
、

賃
貸
借
契
約
が
結
ば
れ
て
お
り
、
継
続
し

て
相
当
の
賃
料
を
得
て
い
る
も
の
で
あ
れ

ば
適
用
可
能
で
す
。

な
お
、小
規
模
宅
地
等
の
減
額
特
例
は
、

期
限
内
に
相
続
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
適
用
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。
特
例

を
適
用
し
た
こ
と
に
よ
り
相
続
税
額
が
ゼ

ロ
に
な
る
場
合
に
も
、
申
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
駐
車
場
の
賃
料
は
消
費
税
の
課
税
対

象
で
す
。
規
模
が
大
き
な
駐
車
場
や
他
の

課
税
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
、
消
費
税
の

申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

二重マスの文字をＡ～Ｄの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

➡
ヨ
コ
の
カ
ギ

➡
タ
テ
の
カ
ギ

①
漢
字
で
は
紫
陽
花
と
書
く
花

④
肌
に
で
き
な
い
よ
う
に
日
焼
け
止
め
を
塗

り
ま
し
た

⑥
剣
道
の
試
合
の
と
き
頭
に
つ
け
ま
す

⑦
植
物
を
分
厚
い
本
に
は
さ
ん
で
作
る
こ
と

も
⑨
１
年
を
基
準
と
し
た
と
き
の
３
カ
月

⑪
in
と
表
記
す
る
長
さ
の
単
位

⑫
神
棚
に
供
え
る
植
物

⑭
サ
イ
ン
、

─
、
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト

⑯
海
の
宝
石
と
も
呼
ば
れ
る
生
き
物

⑱

─
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

⑳
６
月
10
日
は

─
の
記
念
日
で
す

�
じ
ょ
う
ろ
や
ホ
ー
ス
で
お
こ
な
い
ま
す

Ｊ
Ａ
全
中
・
Ｊ
Ａ
ま
ち
づ
く
り
情
報
セ
ン
タ
ー

顧
問
税
理
士
●
柴
原　

一

小
規
模
宅
地
等
の
減
額
特
例
の
駐
車
場
へ
の
適
用
は
？

知
っ
て
納
得
！ 

税
金
講
座

ANSW
ER ４月号の答え「イースター」

□
■
当
選
者
発
表
■
□

４
月
号
の
ク
イ
ズ
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
＝
姓
・
名
）

【
応
募
総
数
11
通
】

●
倉
渕
町
／
Ｎ
・
Ｈ
さ
ん
／
60
代

●
箕
郷
町
／
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
／
50
代

●
金
古
町
／
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
／
70
代

▼
お
知
ら
せ

５
月
号
掲
載
分
を
も
っ
て
粗
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
一
時
休
止
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
は
引
き
続
き
掲

載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
６
～
７
月
は
し
と
し
と
と
降
る
日
が
多
い

②
あ
の
部
長
は

─
掌
握
術
に
優
れ
て
い
る

③
化
学
式
で
は
Ｈ
＋
や
Ｏ
Ｈ
一
な
ど
と
表
し

ま
す

④
「
桃
太
郎
」
で
お
じ
い
さ
ん
が
刈
り
に
い
っ

た
も
の

⑤
旧
暦
６
月
の
異
称

⑧
赤
、
青
、
黄
、
鮮
や
か
な

─
の
花
々
が

咲
い
て
い
る

⑩
渋
谷
駅
前
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
と
し
て
有

名
な
忠
犬

─
像

⑪
長
女
か
ら
見
た
次
女
や
三
女

⑬
父
の
日
に

─
を
こ
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

送
っ
た

⑮
生
の
魚
貝
な
ど
を
薄
く
切
っ
た
料
理

⑰
木
の
根
と
枝
の
あ
い
だ

⑲
オ
ニ
、
テ
ッ
ポ
ウ
な
ど
の
種
類
が
あ
る
花

13 JAはぐくみ



異
性
と
の
出
会
い
を
求
め
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）
や
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
を
利
用
す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
相
手
と
や
り
と
り
を
繰
り
返
す

う
ち
、
心
の
距
離
が
縮
ま
っ
て
親
し
く
な

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
会

っ
て
も
い
な
い
の
に
結
婚
や
お
金
の
話
を

持
ち
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、「
ロ
マ
ン
ス

詐
欺
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
会
う
前
の
「
結
婚
」「
お
金
」
は
詐
欺

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
で
は
、「
会
い
た
い
か

ら
旅
費
を
送
っ
て
ほ
し
い
」「
荷
物
を
送

る
か
ら
手
数
料
を
払
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
、

会
う
た
め
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
た
め
な
ど
の

口
実
で
お
金
を
出
さ
せ
た
り
、「
2
人
の

将
来
の
た
め
に
お
金
を
増
や
そ
う
」「
投

資
で
お
金
を
増
や
そ
う
」
な
ど
と
、
結
婚

を
ち
ら
つ
か
せ
て
暗
号
資
産
の
購
入
や
架

空
の
投
資
な
ど
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　
こ
の
際
、投
資
サ
イ
ト
上
で
は
利
益
が

出
た
よ
う
に
見
せ
か
け
、信
用
さ
せ
る
の

が
典
型
的
な
手
口
で
す
。利
益
を
出
金
し

よ
う
と
す
る
と
さ
ら
に
振
り
込
み
を
求
め

ら
れ
、結
局
出
金
は
で
き
な
い
ま
ま
に
な

る
こ
と
が
多
い
で
す
。最
終
的
に
は
、マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
相
手
や
投
資
サ
イ
ト
運
営
事

業
者
な
ど
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、返

金
も
さ
れ
な
い
と
い
う
詐
欺
な
の
で
す
。

◎
会
う
前
の
ビ
デ
オ
通
話
、

送
金
前
の
相
談
を

外
国
人
や
外
国
在
住
の
日
系
人
を
自
称

し
、
見
た
目
の
良
い
異
性
の
写
真
を
使
用

し
て
医
師
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
軍
関
係

者
な
ど
の
社
会
的
地
位
が
あ
る
お
金
持
ち

を
自
称
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
会

う
前
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
で
の
や
り
と
り
を
持
ち
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

相
手
が
自
称
し
て
い
る
通
り
の
人
な
の

か
、
ビ
デ
オ
通
話
で
話
す
と
確
認
で
き
る

で
し
ょ
う
。
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
で
作
成

し
た
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ
イ
ク
の
場
合
、
急
に

顔
の
向
き
を
変
え
る
こ
と
が
苦
手
な
の

で
、
依
頼
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

不
安
に
感
じ
た
ら
、
周
囲
の
信
頼
で
き

る
家
族
や
友
人
に
相
談
し
た
り
、
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
１
８
８
番
）
に
電
話
し

ま
し
ょ
う
。
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
場
合
、
振

り
込
ん
だ
お
金
は
ま
ず
取
り
戻
せ
な
い
た

め
、
振
り
込
む
前
に
勇
気
を
出
し
て
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

成
蹊
大
学
客
員
教
授
／
Ｉ
Ｔ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
●
高
橋　

暁
子

✿ご相談・お問合せは　JAはぐくみ福祉課　☎０２７－３５０－３３５５

介護サービスだより
JAはぐくみ

介護サービスだより介護サービスだより介護サービスだより
JAはぐくみJAはぐくみJAはぐくみ デイサービス

当センターを利用している、棟高町の北田登さんが５月 23日、100歳のお誕生日を迎えました！
利用者さんが 100歳を迎えるのはこれで８人目。職員や他の利用者さんで盛大に祝いました！
鉄道関係のお仕事に携わっていた事があったそうで、昔話を嬉しそうに聞かせてくれます。
プレゼントした似顔絵にも大好きな鉄道の絵が！ 次の「101 歳」駅に向かって、今年も元気よく
進んでいってください！

北田登さん㊗100歳！おめでとうございます！北田登さん㊗100歳！おめでとうございます！

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
に
注
意

み
ん
な
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
講
座
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って    するＪＡ情報って    するＪＡ情報知 得

５
月
26
日
㈪
の
第
３
回
理
事
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
６
年
度
決
算
監
事
監
査
報
告
書
に

よ
る
回
答
書
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ

い
て

・
令
和
７
年
度
職
員
給
与
改
定
に
つ
い
て

・
役
員
事
務
引
継
に
お
け
る
重
要
引
継
事

項
に
つ
い
て

・
規
程
類
管
理
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

・
信
用
事
業
手
数
料
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
お
け
る
自
己
改
革
実
践

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

５
月
31
日
㈯
の
第
４
回
理
事
会
に
お
い

て
、
次
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
役
付
理
事
並
び
に
信
用
担
当
理
事
の
選

任
に
つ
い
て

・
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

・
役
員
報
酬
配
分
額
の
決
定
に
つ
い
て

・
理
事
の
他
団
体
理
事
等
の
推
薦
に
つ
い

て
理
事
会
だ
よ
り

第
３
回 

理
事
会

総合
理
事
会
だ
よ
り

第
４
回 

理
事
会

総合

梅シャンプー
直売所で販売開始！

ぜひ一度手に取ってお試しください！

はぐくみ産

白加賀使
用

　4月25日に群栄化学工業より発売された
はぐくみ産「白加賀」梅を配合したシャンプーと
トリートメント「tezmi」（テヅミ）が6月より
ＪＡはぐくみ直売所で取り扱いが始まりました。

メーカー希望小売価格 2,420円／本（税込）
シャンプー／トリートメント 各400ml

ＪＡはぐくみ ふれあいの郷直売所
群馬県高崎市上里見町252-1

☎027-374-2240

ＪＡはぐくみ はにわの里直売所
群馬県高崎市保渡田町1940-4

☎027-372-4448

※その他「高崎じまん」や「道の駅くらぶち小栗の里」などでもご購入いただけます。
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●組合員数	 7,038人
　（うち准組合員	 3,407人）
●出資金	 10億2,890万円
●貯金総額	 516億7,346万円
●貸出金総額	 68億8,993万円
●長期共済保有額	 1519億6,655万円
●農産物販売総額	 2億9,933万円
●購買品供給総額	 3億3,332万円

青果物受付の休日カレンダー

４月末現在

℡360-8080はるな葬祭センター（ふれあい倶楽部）

JAはぐくみ
葬祭センター

ゴ ク ヨ ー

0120-64-5940

の時は、おまかせ下さい。

●ＪＡ全農ぐんま

　病院からのお迎え・ご葬儀の準備・終了までご連絡いただければ、
速やかに手配・お手伝いさせていただきます。
　ご喪家の立場に立ってご予算に応じて厳粛なご葬儀が行えます。

事前相談
受 付 中

●株式会社プリエッセ ●有限会社えぼし葬祭

JA全農ぐんま
提携業者 ●櫻井式典有限会社

田中善信顧問弁護士をお迎えして
法律全般についてご相談にお答えします。

無料法律相談

相談は予約制ですので、前日までに各支店窓口へお申し込み下さい。
当日は午後２時からの開始で、申込順に順次ご案内致します。

※中止の場合はホームページにてお知らせします。

開催日 会場

JAはぐくみ本店会議室

みなさんの
お悩みの
手 助 けに

7 17（木）

ＪＡや生協などの「協同組合」は世界中にありま

す。世界の協同組合の連合組織である「国際協同組

合同盟」（ICA）には103カ国299団体（2024年４

月現在）の協同組合組織が加盟し、その組合員総数

は10億人を超えます。国による制度の違いはあり

ますが、それぞれの協同組合は、協同組合の世界共

通ルール「協同組合のアイデンティティに関する

ICA声明」にのっとった運営を行っています。

協同組合の多くは19世紀半ばの欧州各地で誕生

しました。いずれも産業革命が進展し、資本家と労

働者という階級格差、都市と農村という地域格差が

生まれる中で、一人一人では弱い立場の人々が連帯

してより良い生活や仕事を求め、各種の協同組合が

組織されました。

■ 各国の特徴
各国の特徴をご紹介します。

●スイス……二つの生協で食品小売りの70%超の
シェアがあります。

●ニュージーランド……酪農協同組合は同国の輸出
額の25%を占めるほどの影響力があります。

●スペイン……バスク地方では労働者協同組合が地
域経済を支え、協同組合が工業生産から小売り、金

融、教育まで運営しています。

●イタリア・韓国……大規模な生協や農協と並び、
地域の課題解決のために小規模な協同組合が活動

し、公共的な事業や障がい者、移民、元受刑者など

の人々の雇用創出の場にもなっています。

●ドイツ……地域住民が自然エネルギーを利用した
電力協同組合を立ち上げ、エネルギーの地産地消を

行っています。

●英国……サポーターが組合員の協同組合形式の
サッカーチームや、地域住民が組合員のパブを運営

しています。

25年は国連が定めた国際協同組合年です。世界の

協同組合と交流・連

携しながら日本の協

同組合も持続可能で

より良い世界を築くた

めに貢献することが

求められています。

世界の協同組合 ●2025国際協同組合年全国実行委員会事務局

「2025年国際協同組合年
（IYC2025）のページ」
日本協同組合連携機構

国際協同組合年


